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　私は1998 年、ビルメンテナンス会社を６５才
で定年退職した。でも毎日が日曜日と化した日 、々
のんびりと休んでいる暇が無かった。その理由は
３つ。
　第１は在職中の1989 年民生児童委員を委嘱
され、高齢者や子育て支援活動に従事し、2012
年満期終了後の今もデイサービスやその他のボラ
ンテア活動を続けている。
　第２は 2004 年に ｢長寿だ！元気だ！モデルは
玄米菌だ！｣ ( 文芸社 )という本を出版したことで
ある。この本を私が書いた動機は、玄米は健康
に良いと、昔から言われているが、その原因は玄
米に存在している菌が関与していると思った。こ
の菌は卒研時、私の恩師である故飯塚廣先生、
駒形和男先生により発見された。定年後たまたま
キノコ学者、今関六也先生が唱える「菌食論」を
読み、米の細菌だけでなく、納豆、ヨーグルト、
など菌食の重要性を書いて置きたいと思った。パ
ソコンで「玄米菌」をクリックすると2016 年現
在今でもＰＲしている。日常食・災害食用に栄養

豊富な玄米ご飯
缶詰が発売され
始めた。
　第３は1977
年「化学症」（三
省堂）という本
を在職中に出版
した。２１世紀
に入り、にわかに化学症という言葉が独り歩きを
し、この言葉がパソコンに乗ってしまった。シック
ハウス、シックビルと微量な化学物質による症状
をしめす患者が出始め、化学症は注目を浴びる事
となった。産婦人科医、池川明先生が「経皮毒」
（2006 年　日東書院）という書物で胎児が危な
い、女性の体が危ない、と警告されている婦人グ
ループが知ることとなり、私は化学症を講演せざ
るをえなくなった。
　私は今後ともボランティアと２冊の本を基盤に
地域の健康寿命の増進に努めて生きたい。
（NPO法人アクションおっぱま監事　内野忠治）

 定年後の歩み

  ８月 11 日 ( 祝日 )、『コミュニティひろば　
湘鷹みんなの部屋』のオープニング・セレモニー
が行われました。
　横須賀市湘南鷹取４丁目、鷹取小学校と「西
友鷹取店」から徒歩１分の立地。3000 世帯を
擁する団地内の中央広場に位置します。
　湘南鷹取内の諸団体、自治会連絡協議会・Ｐ
ＴＡ・老人会・子供会・民生委員などが集って
方向性を検討、「老若男女すべてが自由に利用
できる部屋」を目標に掲げました。
　期せずして「公共圏」の誕生です。たまたま
その場にいた人が思い思い参加して、コーヒー
１杯で様々な話題を語りあい、思い思いに去っ

ていく――そん
な広場が１階に
あります。２階
には３つの部屋
があります。そ
こには特定の人
達がさまざまな目的を持って集うサロンもでき
ました。ここからは、様々な情報が発信されて
いきます。
　この場に人々が集うことにより、「世代を超
えた交流を実現したい」というのが我々の願い
です。核家族化した少子高齢化社会の問題が深
刻化する中、地域社会における世代を超えた交
流を実現することにより、お年寄りにも、お父
さん、お母さん、子どもたちにも青少年にも「し
あわせ」をもたらすきっかけになるような仕掛
けはないだろうか？　そんな疑問への我々なり
の試答です。
　いつか文字通り「みんな」の部屋になる日を
私たちは目指しています。
（湘鷹みんなの部屋呼びかけ人　藤島紀雄　水
戸靖男　小柳茂秀）
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＜追浜との関わり＞生まれは東京だったが、戦
争中のため福井に疎開していた。その後戦争が
終わり 3歳ごろからずっと追浜に住んでいる。
関東六浦小学校が昭和 23年に生徒募集を行い、
一期生で入った。中高も関東学院である。大学
は日本大学の法学部に行った。大学を卒業して
就職先がなかなかみつからず、父が勤めていた
家電製品の小売店の従業員として働くことに
なった。昭和 39 年には東京オリンピックがあ
り、カラーテレビがよく売れた。そのうち大型
量販店が家電を売るようになり、小売店は成り
立たなくなっていった。昭和 59 年に再開発で
新しいビルが出来たとき、電気店をレコード店
に転換した。これを機に店を引き受けた。また、
この再開発ビルの代表者にもなった。
＜観光協会との関わり＞観光協会は行政が作っ
たのだが、行政とかかわる仕事はそれまでまっ
たく関心がなかった。しかし、いろいろな経緯
で会長になってしまい、現在に至っている。
＜追浜に対する気持ちと追浜の変化＞生まれ
育ったようなところだから、今も昔もよく知っ
ている。次第に追浜のまちが衰えていく様子を
見るのは寂しかった。昔は朝鮮特需や東京オリ
ンピックでまちは賑わった時期もあったが、米
軍の跡地が工業地帯になり工業地帯のおかげで
はやっていた飲食、物販業界も現在では厳しい
時代になった。最近はまちが急に栄えるような
大きな流れもなくなってしまった。追浜のま
ちは自然発生的にできたまちなので、多様に変

わってきている。皆困っ
ていないのでまちを盛り
立てていくことに熱心で
ないところがある。その
ため追浜のまちの人々同
士のまとまりはなかなか
持てずにきたが、最近で
は地域運営協議会が動き
出したり、だいぶ協力してやっていこうという
雰囲気になってきたと思う。
＜追浜に必要なもの＞追浜観光協会を長くやっ
てきたが、本来は若い人に引き継いでもらいた
いと考えている。これからは色々な意味で風通
しを良くする必要があると思う。情報の共有も
その一つである。情報を共有し、住民も含めた
いろいろな人でもっと真剣にみんなでまちの方
向性を考えるような意識改革が必要だと考えて
いる。まちには宿泊施設がないので宿泊施設も
欲しい。また商店街が活性化しないとまちは活
性化しないと考えている。追浜の消費者の不満
もよく聞く。元気なまちだと思ってきたら元気
がなかった。面白そう・入ってみたいと思わせ
るお店がないので残念といった声である。地域
運営協議会のそれぞれのトップが協力的な人た
ちなので今がチャンスかもしれない。
<追浜でやってみたい面白いアイディア＞放置
自転車に悩まされているが、空き地にレンタサ
イクル施設を設けて追浜のまちを楽しく自転車
でまわれると良い。そんな夢を持っている。
（2016 年 9月 7日　NPO法人アクションおっ
ぱま理事　吉田洋子記録）

　地域包括支援センターには社会福祉士・主任ケ
アマネージャー・看護師がおります。業務は数多く
ありますが、その中に、地域で困っている高齢者の
生活をよくするための会議を開く業務があります。
　先日7月26日に湘南病院の大会議室でその
会議を開きました。テーマは、「空き家の活用」
です。地域には知人も友人もいなくて自宅で孤立
している高齢者の方々がたくさんいます。そういっ
た方々が気軽に立ち寄れる居場所を地域につくる
ために、空き家を活用できないか、参加者同士
で話し合いを行いました。また、関東学院大学の
准教授で、追浜で空き家の活用に取り組まれてい

る兼子先生に、
空き家の活用の
実際についての
講義もしていた
だきました。
　今回は地域
の自治会や町内
会、ケアマネージャーや民生委員の方々を中心に
35 名の方々に集まっていただきました。地域で活
動している個人・団体がお互い知り合い、つながり
をつくることもこの会議の目的の一つです。
（追浜地域包括支援センター・吉野智史　正会員）
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